
　株主の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申
しあげます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。

　第93期中間期（2004年4月1日～2004年9月30日）の事業概況
を報告させていただくにあたり、一言ごあいさつ申しあげます。

　当社は、患者さまとそのご家族、生活者の皆さまの多様なヘルス
ケア・ニーズを充足することを通して、いかなる医療システム下に
おいても存在意義のあるヒューマン・ヘルスケア（hhc）企業の実現
を理念としております。この理念のもと、顧客、株主、地域の皆さ
まなど幅広いステークホルダーの皆さまとの信頼構築に努めるとと
もに、法と倫理の遵守を目的としたコンプライアンス活動を推進
し、企業価値の向上に取り組んでおります。

　当中間期の連結売上高は、米国、欧州、アジアなど海外は伸長し、国内も堅調に推移いたしま
した。製品別には、グローバル商品であるプロトンポンプ阻害型抗潰瘍剤「パリエット」（米国名
「アシフェックス」）は微増でしたが、アルツハイマー型痴呆治療剤「アリセプト」が引き続き順調
に拡大いたしました。

　営業利益は、研究開発投資や販売関連費用の積極的投入などにより、微増となりました。中間
純利益は、税金費用の減少などもあり増益となりました。

　製薬産業における事業環境は、日本、米国、欧州の医療費抑制策の進展、研究開発コストの
増加、企業再編の活発化などにより、ますます厳しさを増しております。

　このような中、当社では、患者さまにとっての価値の創出、株主の皆さまにとっての価値の
向上を目指すとともに、社会的責任の遂行を経営の重要課題として企業活動を展開してまいり
ます。具体的には、革新的な新薬の開発と品質の高い医薬品の安定供給、そして薬剤の安全・
有用使用のための情報提供を推進いたします。また、これらの活動を通して、グローバル市場
におけるポジションを確立することに加え、事業基盤を一層強化することで持続的な成長を果
たし、その成果を還元することで、株主の皆さまにとっての価値の向上に努めてまいります。

　なお、当期の中間配当金につきましては、前年中間期より3円増額の1株につき21円とさせ
ていただきました。

　株主の皆さまにおかれましては、今後ともより一層のご指導、ご支援を賜りますようお願い
申しあげます。

株主の皆さまへ

2004年12月
代表執行役社長

 http://www.eisai.co.jp

human health care
「ヒューマン・ヘルスケア」の
ロゴマークにナイチンゲール
直筆の文字を使いました。
治療する側の発想だけでなく
ベッドの上にいらっしゃる
人びとの視線で医療を見つ
めることの大切さ。みずから
志し傷ついた人の看護に身を
捧げた彼女の行動のあり方に
エーザイの思いがこめられ
ています。

第93期中間事業報告書
2004年4月1日から2004年9月30日まで



主な新薬の開発状況（フェーズⅡ以上）

*日本ではフェーズⅠ

研究開発の現状
－新しい治療手段を提供する新薬の継続的な創出－

　当社は、神経、消化器の疾病をフランチャイズ領域と位置付け、将来の候補としてがん領域を加え、これらに経営資源を集中いたします。有効性、安全性、
経済性に優れた医薬品の創出により、アンメット・メディカル・ニーズ（未だ満たされていない医療のニーズ）の充足に取り組んでおります。
　日本、米国、欧州の創薬研究拠点が相互に連携し、独創的な創薬活動を行ってまいります。臨床研究においても、日本、米国、欧州で効率的に開発を推進
し、新薬を年１品申請することを目指しております。あわせて、製品のライフサイクルマネジメントに注力し、より多くのベネフィットを患者さまに提供で
きるよう努めております。さらに、国内外の研究機関や企業との共同研究、提携、ライセンス活動を積極的に推進し、パイプライン（新薬候補）の充実をは
かってまいります。

2004年4月から9月の開発品の主な進捗

●欧州でパリエットのゾリン
ジャー・エリソン症候群の効能
追加の承認取得

●米国でアリセプトの口腔内崩壊
錠の剤形追加の承認取得

●米国でアリセプトの液剤の剤形
追加の承認取得

●日本でコアテックの点滴用ソフ
トバッグの剤形追加の承認取得

●欧州でゾネグラン（E2090）の
申請をエラン社より継承

●欧州でアリセプトの液剤の剤形
追加を申請

●欧米でE208 0（ルフィナマイ
ド）の申請準備中

●日本でKES524のフェーズⅢ
を開始

●日本でパリエットの非びらん性
胃食道逆流症の効能追加の
フェーズⅢを開始

●米国でTVP -1012（ラサジリ
ン）のアルツハイマー型痴呆の
効能追加でフェーズⅡを開始

●米国でE7389のフェーズⅡを
開始

申請の継承

申請

申請準備中

フェーズⅢ開始

フェーズⅡ開始

承認取得
申請前臨床 フェーズ

Ⅱ
フェーズ
Ⅲ

事業 ステップ 地域
領域 商品 （国） 薬効／作用または分類

米国 脳血管性痴呆の効能追加

口腔内崩壊錠の剤形追加
欧州

液剤の剤形追加
米国

高度アルツハイマー型痴呆の効能追加
アリセプト(E2020) 欧州

パーキンソン病に伴う痴呆の効能追加
米国

片頭痛予防の効能追加
欧州

神経 日本 高度アルツハイマー型痴呆の効能追加
領域 ゾネグラン(E2090) 欧州 抗てんかん剤（一般名：ゾニサミド）

E2080
申請準備中 米国

抗てんかん剤（一般名：ルフィナマイド）
欧州

E2007
米国

パーキンソン病・てんかん・多発性硬化症治療剤、AMPAレセプター拮抗剤
欧州

TVP-1012 米国 アルツハイマー型痴呆の効能追加／非可逆的モノアミン酸化酵素B型（MAO-B）阻害剤（一般名：ラサジリン）
E2014 日本 痙性斜頸治療剤／B型ボツリヌス毒素

パリエット(E3810) 日本
H.ピロリ除菌の効能追加（抗生剤との併用療法）

消化器
非びらん性胃食道逆流症の効能追加

領域
E3620 日本 消化管機能改善剤／5-HT3受容体アンタゴニスト、5-HT4受容体アゴニスト

E7070*
米国

抗がん剤／細胞周期G1期阻害剤
がん 欧州
領域 E7389 米国 抗がん剤／チューブリン重合阻害剤

E0167 日本 肝細胞がん再発抑制／ビタミンK2

クリアクター(E6010) 日本
急性肺塞栓症の効能追加
脳塞栓の効能追加

T-614 日本 抗リウマチ剤
KES524 日本 肥満症治療剤／脳内セロトニンとノルアドレナリンの再取り込み阻害

その他
米国

敗血症治療剤／エンドトキシン拮抗剤
領域 E5564

冠動脈バイパス形成術後の予後改善／エンドトキシン拮抗剤
欧州

タンボコール(E0735) 日本 発作性心房細動・粗動の効能追加
D2E7 日本 ヒト抗TNF-αモノクローナル抗体注射剤（皮下投与）
E7210 日本 超音波造影剤

フェーズ
Ⅰ



新製品

8月 薬用クリーム「ザーネホワイト」
－シミを防いで、しっとり手肌－

　「ザーネホワイト」は、有効成分の持続性ビタミンＣ

が持つメラニン抑制作用および抗酸化作用と、天然型

ビタミンＥの抗酸化作用によってシミを防ぐ、ハンド

＆ボディケアクリームです。保湿成分である加水分解

コラーゲンの配合により、肌へのなじみがよく、べた

つかずしっとり感が持続します。肌へ

の優しさを考慮して、無香料、無着

色、弱酸性で、シミ対策と保湿対策を

両立させた剤形に

より、１年を通し

てどのシーズンで

も使用できます。

緑の胃ぐすり
「サクロン」「サクロン錠」
－飲みすぎにスーッと効く－

　「サクロン」と「サクロン錠」は、

銅クロロフィリンカリウムの増量

と制酸剤の配合改良と増量によ

り、従来品（サクロンＳ）に比べて

アルコールや胃酸過多によって荒

れた胃粘膜に対してさらに修復・

保護効果を発揮するとともに制酸

力を高めました。あわせて、顆粒

を小さくソフトにすることで口の中

で溶けやすくし、よりスッキリとし

た服用感を実現いたしました。

5月4月 鎮静薬「メンテック ハーブ」
－いらいら感に伴う疲労倦怠感・頭重の緩和に－

　ストレス社会を反映して、いらい

ら感、緊張感といった精神的に不快

な症状を訴える方が増えているとい

われています。「メンテック ハーブ」

は、5つのハーブ（カノコソ

ウ、チャボトケイソウ、チョ

ウトウコウ、ホップ、ニンジ

ン）を配合し、いらいら感に

伴う疲労倦怠感・頭重の諸症

状に効果のある錠剤タイプの

鎮静薬です。

「アプニション注15mg」
（医療用医薬品）

　本剤は、「早産・低出生体重児における原発

性無呼吸（未熟児無呼吸発作）」の効能・効果を

日本で初めて取得した、低濃度のアミノフィ

リン注射液です。

　これまで未熟児無呼吸発作に効能・効果を

有する薬剤がなかったため、早産・低出生体

重児に適した注射製剤の開発が望まれていま

した。

6月「アリセプトD錠3mg」と
「アリセプトD錠5mg」（医療用医薬品）

　「アリセプト」の新剤形である、口腔内崩壊錠

「アリセプトD錠3mg」と「アリセプトD錠5mg」

を、国内で発売いたしました。

　本剤は、アルツハイマー型痴呆治療薬では世

界で初めての口腔内崩壊錠です。口腔内で速や

かに崩壊するため、これまで「飲みこみづらい」

「のどにつかえる」と感じておられた患者さまも

服用しやすくなります。

6月 肝細胞がん診断補助マーカー測定試薬
「ルミパルスPIVKA-Ⅱ エーザイ」（診断薬）

　当社の子会社である三光純薬株式会社は、富士レ

ビオ株式会社が販売する汎用全自動化学発光酵素免

疫測定システム「ルミパルス」の専用試薬「ルミパル

スPIVKA-Ⅱ エーザイ」を発売いたしました。

　本試薬は、当社も販売提携を行い、普及を進める

ことでPIVKA-Ⅱ測定の利便性を高め、患者さまの

ベネフィット向上に一

層貢献できるものと考

えております。

6月

存
在
意
義
の
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
業
を
目
指
し
て

  

こ
ち
ら
を
持
っ
て
お
開
き
く
だ
さ
い
　
→



　英国に欧州統括会社「Eisai Europe Limited」を設立いたしました。これにより、EU
市場へのさらなる進出を推進し、欧州全体のマネジメント体制の強化をはかり、迅速な
意思決定や資金の効率的活用を目指します。さらに、ますますの拡大と成長性が見込ま
れるEUでのビジネスを発展させ、収益力を向上させるための体制が整います。
　同社は、現在の欧州子会社である英国、ドイツ、フランス、スペイン、オランダにある6
社に加え、今後欧州で設立される新会社も含めた持株会社となります。（10月）

　インドに医薬品販売子会社「Eisai Pharmaceuticals India Private Limited」を
設立いたしました。インドの医薬品市場は、高い成長性を示し、新たな医薬品産業の拠点
となる可能性があり、2005年には物質特許制度が確立します。
　新会社はインドにおいて「アリセプト」「パリエット」をはじめとする当社が開発した医
薬品を中心に販売活動を行い、早期にインド市場で事業体制を確立し、高品質の薬剤の安
定供給ならびに情報提供を行い、患者さまのニーズの充足に努めてまいります。（10月）

　米国では、抗てんかん剤「ゾネグラン」の製品買収に伴い、エラン社から移籍した90
名のMR（医薬情報担当者）に加え、新規に140名を採用し、630名体制で多品目展開に
よる相乗効果を狙ったプロモーションを展開しております。
　2005年度には日本においても、200名増強し、1,200名体制で医療機関の機能分
化や連携の進展に対応したマーケティングを推進いたします。また、欧州、アジアでも日
米と同様にプロモーションを強化してまいります。

　鹿島事業所のPF棟は、新製品候補品の治験用原薬をはじめとする開発生産（Pilot）と
「アリセプト」「パリエット／アシフェックス」の増産設備（Factory）の機能をあわせ持
つ、我が国最大級の原薬プラントです。このPF棟の竣工により、高品質な治験用原薬の
タイムリーな供給、原薬原価の大幅な低減、ケミカルハザード（化学物質による人体や環
境被害）対策など安全衛生面での高質化を目指します。（8月）

　信頼される経営にはステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションが重要と考
え、今年度の「環境・社会報告書2004」には「製薬企業の社会的責任」についての対話を
特集として掲載いたしました。また、CSR（企業の社会的責任）に取り組む先進企業が報
告作成の基本としているGRI（Global Reporting Initiative）ガイドラインに基づき、
これまでの環境報告、社会報告に加え、経済報告を新たに掲載いたしました。（9月）
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報告書2004」
の刊行



通期　　中間期 

連結売上高 
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第92期
自 2003年4月 1 日（至 2004年3月31日）

連結財務数値の推移

500,164
83,061
83,382
50,148

419,461
615,776

72,718
△ 27,256
△ 21,357

12.4%

68.1%

172.11円

1,457.47円

69,018

13.8%

260,984
41,582
43,222
27,564

442,181
664,851

40,781
△ 21,495
△   4,609

12.8%

66.5%

95.79円

1,536.60円

37,458

14.4%

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
中間(当期)純利益

株 主 資 本
総 資 産

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー

株主資本利益率(ROE)

株主資本比率

1株当たり中間(当期)純利益

1株当たり株主資本

研究開発費

売上高研究開発費比率
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40,659
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409,296
616,102

45,843
△ 15,300
△   4,534

12.5%

66.4%

85.20円

1,402.73円

33,541

13.6%

第92期中間
自 2003年4月 1 日（至 2003年9月30日）

第93期中間
自 2004年4月 1 日（至 2004年9月30日）

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
中間(当期)純利益

株 主 資 本
総 資 産

1株当たり中間(当期)純利益
1株当たり中間(年間)配当金

（百万円）

日本 
1,333億円 
 

アジア他 
57億円 
 

欧州 
192億円 
　　　 

北米 
1,026億円 
 39.3％ 

7.4％ 2.2％ 

51.1％ 

所在地別の状況(連結)

売上高（2004年9月中間期） 

個別財務数値の推移

303,626
67,057
66,559
41,883

405,085
515,630

143.73円
36.00円

151,297
32,871
34,178
22,109

419,843
531,167

76.83円
21.00円

153,816
36,417
36,023
22,872

399,125
508,912

78.39円
18.00円

*中間期は中間純利益を2倍にして算出しています。

(前中間期比増減率)
5.3%
1.5%
6.3%

10.9%
(前期末比増減額)

22,719
49,074

(前中間期比増減額)

△  5,062
△  6,195
△      74

(前中間期比増減ポイント)
0.3

(前期末比増減ポイント)
△      1.6
(前中間期比増減額)
10.59円
(前期末比増減額)
79.13円

(前中間期比増減率)
11.7%

(前中間期比増減ポイント)
0.8

増減

*

第92期
自 2003年4月 1 日（至 2004年3月31日）

第92期中間
自 2003年4月 1 日（至 2003年9月30日）

第93期中間
自 2004年4月 1 日（至 2004年9月30日） 増減

(前中間期比増減率)

△   1.6%
△   9.7%
△   5.1%
△   3.3%
(前期末比増減額)
14,758
15,537

(前中間期比増減額)

△ 1.56円
3.00円

各財務数値は切り捨て、比率は四捨五入して表記しています。

決算の状況



取締役会長

中 井 博 雅
取締役
代表執行役社長
兼最高経営責任者(CEO)

内 藤 晴 夫
取締役相談役

内 藤 祐 次
取締役

秋 元 幸 雄
天 明 　 質
スチュアート ミケルジョン
嶋 口 充 輝
南 　 光 雄
田 中 克 郎
倉 地 　 正
中 村 直 人

（2004年9月30日現在）

大株主（上位10位）

株　　　 　 　主　　 　　 　名 持株数 持株比率

19,308千株 6.51％

13,340 4.50

12,398 4.18

12,281 4.14

　 12,248 4.13

9,278 3.13
％

9,155 3.09

7,352 2.48

6,110 2.06

5,047 1.70

（自己株式については、議決権がないため大株主上位10位から除い
ております。）

　会社が発行する株式の総数 700,000,000株

　発行済株式総数 296,566,949株

　うち自己株式数 8,800,836株

　株　主　数 25,971名

　株主1人当たりの平均持株数 11,419株

1単元の株式数(投資単位) 100株

名 義 書 換 代 理 人 〒100─0005
東京都千代田区丸の内1─4─3
UFJ信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 所 〒137─8081
東京都江東区東砂7─10─11
UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

お 問 い 合 わ せ 先 TEL: 0120─232─711（通話料無料)
各種手続用紙のご請求 TEL: 0120─244─479（通話料無料)

http://www.ufjtrustbank.co.jp/kabushiki

同 　 取 　 次 　 所 UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　本店、全国各支店

代表執行役社長
兼最高経営責任者(CEO)
内 藤 晴 夫
代表執行役副社長
松 野 聰 一
代表執行役専務
松 居 秀 明
常務執行役
高 岡 庸 児
大 原 松 雄
椎 名 　 誠
片 　 岡 　 新 太 郎

執行役
長 谷 川 　 二 　 郎
戸 田 健 二
早 野 秀 昭
出 口 宣 夫
三 井 博 行
渡 　 辺 　 真 善 美
新 井 敏 雄
加 納 則 夫
赤 田 幸 雄
吉 　 松 　 賢 太 郎
本 多 英 司
田 中 　 尚

決　　算　　期 3月31日

配　　当　　金 利益配当金受領株主確定日　3月31日
中間配当金受領株主確定日　9月30日

定 時 株 主 総 会 6月下旬

基　　準　　日 3月31日
その他必要がある場合は、
あらかじめ公告いたします。

公告掲載新聞名 日本経済新聞

貸借対照表、損益計算書 http://www.eisai.co.jp/fr/index.html掲載のHPアドレス

上場証券取引所 東京・大阪

株式に関するお問い合わせ先
エーザイ株式会社 総務部
〒112 ─ 8088 東京都文京区小石川 4 ─ 6 ─10
TEL: 03 ─ 3817 ─ 5100　FAX: 03 ─ 3811 ─ 3305
商品に関するお問い合わせ先
エーザイ株式会社 お客様ホットライン室　
TEL: 0120 ─161─454（通話料無料）
　平            日 9：00 ～ 18：00
　土、日、祝日 9：00 ～ 17：00
インターネット・ホームページ
http://www.eisai.co.jp

株主メモ

取締役および執行役 株式の状況

取締役 執行役
（2004年9月30日現在）

（ ）

ヒューマン・ヘルスケア企業 

古紙配合率100%再生紙を使用しています 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社

株 式 会 社 埼 玉 り そ な 銀 行

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

株式会社みずほコーポレート銀行

ステート　ストリート　バンク　アンド
トラスト　カンパニー　5 0 5 1 0 3

ザ  チェース  マンハッタン  バンク  エ ヌエイ
ロンドン  エ ス エ ル  オ ム ニ バス  ア カ ウ ント

モクスレイ アンド  カンパニー

エ ー ザ イ 従 業 員 持 株 会

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社


